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今
回
は
、
日
野
町
を
震

源
と
す
る
震
度
6
の
地
震

が
発
生
し
た
と
想
定
。
午

前
9
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
て
、
町
民
に
仮
避
難

所
へ
避
難
す
る
よ
う
避
難

指
示
を
発
令
し
ま
し
た
。

　

サ
イ
レ
ン
の
後
、
住
民

ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
仮
避
難

所
へ
避
難
す
る
中
、
役
場

内
に
町
災
害
対
策
本
部
が

設
置
さ
れ
、
地

震
発
生
時
の

対
応
を
確
認

し
た
ほ
か
、
住

民
か
ら
の
避
難

状
況
の
報
告
を

受
け
、
安
否
確

認
も
行
い
ま
し

た
。
同
時
に
、

町
指
定
避
難

所
が
町
内
3

カ
所
に
設
置
さ

れ
、
役
場
職
員

が
避
難
者
の
受

け
入
れ
や
誘
導

な
ど
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
で
は
災
害
時

に
一
般
の
避
難
所
で
は
生

活
が
困
難
な
人
の
た
め
の

避
難
所
（
福
祉
避
難
所
）

の
設
置
に
つ
い
て
高
齢
者

向
け
施
設
な
ど
と
協
定
を

結
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の

訓
練
で
は
、
福
祉
避
難
所

で
あ
る
、
介
護
老
人
保
健

施
設
お
し
ど
り
荘
（
日
翔

会
）
と
町
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
避
難
す
る
訓
練
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
し
ど
り
荘
で
は
、
根

雨
1
区
、
2
区
の
住
民
7

人
を
受
け
入
れ
、
町
災
害

対
策
本
部
に
避
難
者
の
氏

名
や
健
康
状
態
な
ど
を
報

告
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
合
同
訓
練
を

行
っ
た
、
同
施
設
の
永
見

厚
子
さ
ん
は
「
高
齢
化
が

進
み
、
地
域
に
は
避
難
が

困
難
な
人
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
今
回
の
訓
練
を

通
し
、
そ
の
方
た
ち
の
た

め
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で

き
る
よ
う
協
力
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
黒
坂
3
区

自
治
会
で
は
、
訓
練
後
に

鳥
取
大
学
医
学
部
の
医
師

や
学
生
ら
に
よ
る
救
急
救

命
講
習
も
実
施
さ
れ
、
各

地
域
で
防
災
へ
の
関
心
や

意
識
を
一
層
深
め
る
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

14

まちの話題

地
域
の
つ
な
が
り
を
防
災
・
減
災
に

全
町
一
斉
防
災
訓
練

訓
練
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
防
災
意
識
の
風
化
を
防
ぎ
、
ま
た
地
域
防
災
力
と

防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、
10
月
1
日
、
全
町
一
斉
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

おしどり荘への避難者を受け入れる職員ら

町では、災害発生時の町指定避難場所を次のとおり指定しています。災害発生時などに避難所を開設し
た場合は、防災行政無線などでお知らせしますので、最寄りの避難所を確認しておくようにしましょう。

＜町指定避難所および福祉避難所のご案内＞いざという時の備えに

町指定避難所

No. 避難所名
１ 日野町山村開発センター（根雨）
２ 日野町構造改善センター（根雨）
３ 日野中学校体育館（野田）
４ 根雨小学校体育館（野田）
５ 日野町老人憩の家（下榎）
６ 下榎集会所（下榎）
７ 日野町公民館（黒坂）
８ 黒坂小学校体育館（黒坂）
９ 日野町老人福祉センター（黒坂）

１０ 久住集会所（久住）
１１ 菅福社会体育館（上菅）

　指定避難所は、災害発生の危険性があり避難した住
民などが、その危険性がなくなるまで必要な期間滞在、
または、災害により自宅に戻れなくなった住民などが
一時的に滞在するための施設です。

福祉避難所
　災害時において一般の避難所では生活が困難な人、主
に高齢者、障がい者、乳幼児などの要配慮者が滞在でき
るよう、福祉避難所を整備しました。
　下表の 4 ～７の避難所は、町と協定を結び、受け入れ
に協力していただく福祉施設です。介護保険の認定を受
けている人（日常生活に支援が必要な人、寝たきりの人
など）は、こちらに避難してください。
※避難者数などの状況によっては、町が避難先を調整することがあります。

No. 避難所名
１ 日野町山村開発センター（根雨）
２ 日野町公民館（黒坂）
３ 日野町老人福祉センター（黒坂）
４ 介護老人保健施設  おしどり荘（根雨）
５ グループホームいちょうの木（根雨）
６ 特別養護老人ホームあいご（根雨）
７ デイサービスかじか荘（根雨）

【問合せ先】役場総務課（電話７２-０３３１）
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▼あなたの声や地域・職場での話題をお寄せください。★役場企画政策課まで（電話 72‐０３３２）

ごみ袋いっぱいの落ち葉を手に笑顔みせる
　

自
分
た
ち
の
暮
ら
す
ま
ち
を
清
掃
し
、

ふ
る
さ
と
を
大
切
に
す
る
心
や
奉
仕
の

心
を
育
て
地
域
を
元
気
に
し
よ
う
と
、
9

月
14
日
、
日
野
町
小
中
高
合
同
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
根
雨
小
学
校
6
年
生
、
黒
坂

小
学
校
１
・
２
年
生
、
日
野
中
学
校
全
校

生
徒
、
日
野
高
校
2
年
生
が
、
14
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
駅
や
通
学
路
、
公
園

な
ど
を
清
掃
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
、
慣
れ
な
い
様
子
だ
っ
た
生

徒
ら
も
徐
々
に
慣
れ
、
お
互
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
地
域
の
人

と
一
緒
に
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
姿
が

み
ら
れ
ま
し
た
。

き
ず
な
づ
く
り
、
地
域
に
愛
着
を
も
つ
き
っ
か
け
に

小
中
高
合
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

山口副町長も激励！元気よく走る子どもたち
　

9
月
19
日
、
黒
坂
小
学
校
で
全
校
生
徒

が
参
加
し
て
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

小
学
校
で
日
々
取
り
組
ん
で
い
る
マ

ラ
ソ
ン
練
習
の
成
果
の
発
表
の
場
と
し

て
開
か
れ
た
も
の
で
、
低
学
年
は
０
・
８

㎞
、
中
学
年
は
１
・
０
㎞
、
高
学
年
は
学

校
か
ら
ま
ち
な
か
を
通
る
１
・
６
㎞
の
距

離
を
走
り
ま
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
の
山
口
副
町
長
や

柴
田
亙
黒
坂
警
察
署
長
、
地
域
の
人
の
声

援
が
飛
ぶ
中
、
子
ど
も
た
ち
は
全
力
で
走

り
笑
顔
で
ゴ
ー
ル
、
元
気
な
姿
を
み
せ
て

い
ま
し
た
。

元
気
な
カ
ワ
コ
っ
子
集
ま
れ
！

黒
坂
小
学
校
マ
ラ
ソ
ン
大
会

満 100 歳を迎えた梅林さん（中央）夫妻
　

町
内
の
高
齢
者
の
長
寿
を
祝
お
う

と
、
9
月
15
日
、
景
山
町
長
が
高
齢

者
宅
を
訪
問
し
、
記
念
品
を
手
渡
し

ま
し
た
。

　

今
回
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
満
88

歳
を
迎
え
た
48
人
と
、
満
1
０
０
歳

を
迎
え
た
2
人
の
計
50
人
で
す
。

　

満
1
０
０
歳
を
迎
え
た
梅
林
馨
さ

ん
（
黒
坂
）
と
柱
本
百
合
子
（
秋
縄
）

さ
ん
に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
と
町
か

ら
の
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

景
山
町
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
お
元

気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
」
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
、
長
寿
を
祝
い
ま
し

た
。

人
生
の
大
先
輩
に
心
を
込
め
て

敬
老
記
念
品
の
贈
呈

第 51 回

協力：日野町歴史民俗資料館友の会

皆さんに好評いただいているこのコーナー。連載50回達
成を機に、今後は少し趣向を変えて日野弁の面白さを紹介
します。(決してネタ切れになったわけではありません…）

移
住
者
に
聞
く
！

コ
コ
が
気
に
な
る
！ 

日
野
こ
と
ば
①

　
私
は
、
出
身
地
は
鹿
児

島
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
や

大
阪
、
沖
縄
な
ど
、
い
ろ

ん
な
地
域
を
転
々
と
し
て

き
ま
し
た
。

　
経
験
的
に
、
そ
の
土
地

の
言
葉
を
「
聞
き
流
し
て

理
解
す
る
」
ワ
ザ
を
編
み

出
し
た
た
め(

笑)

、
日
野

町
で
も
あ
ま
り
言
葉
で
悩

ん
だ
こ
と
は
な
い
の
で
す

が
、
全
く
意
味
が
分
か
ら

な
か
っ
た
の
は「
じ
げ
」「
て

ご
」「
ね
き
」「
井
手
さ
ら
え
」

で
す
ね
。

　
好
き
な
日
野
こ
と
ば
は

「
だ
ん
だ
ん
」。
移
動
販
売

車
で
買
い
物
を
さ
れ
た
お

年
寄
り
が
「
だ
ん
だ
ん
」

と
お
礼
を
さ
れ
て
い
る
姿

を
見
て
は
ニ
ン
マ
リ
し
て

い
ま
す
。

　
沖
縄
時
代
に
好
き
だ
っ

た
方
言
は
「
だ
か
ら4

よ
ー
」

（
相
づ
ち
）「
～
し
ま4

し
ょ

う
ね4

」（
私
が
～
す
る
ね
）

で
す
ね
。
い
わ
ゆ
る
標
準

語
と
は
意
味
も
イ
ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
（
黒
点
部
分
）

も
違
い
ま
す
が
、
の
ん
び

り
し
た
言
い
方
が
素
敵
だ

な
と
思
い
ま
す
。


